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本日の講演内容 

国内の家庭飼育動物臨床の現状 

 

家庭飼育動物（犬）の指標菌の薬剤耐性率 

 

家庭飼育動物の病原菌の薬剤耐性率 

 

家庭飼育動物における注視すべき多剤耐性菌 
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国内の家庭飼育動物臨床の現状 
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近年の動物の飼育頭数 

アニコム家庭どうぶつ白書2016 



犬・猫に対する動物用抗菌薬の販売量 

（ｋｇ） 

(農林水産省動物医薬品検査所,  2012) 

合計 7071 kg 



臨床獣医師に対するアンケート 
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薬剤耐性菌は身近な存在 
皮膚科、耳鼻科、泌尿生殖器科で

耐性菌が多い 

VetpeerのHPより抜粋 (2016) 

細菌感染症を診療しているときに耐
性菌感染症例（疑い含む）に遭遇し
た経験はありますか？（n=80） 

耐性菌感染症例（疑い含む）は、どの
診療科でしたか？ （n=76） 

(%) 



動物病院における抗菌剤使用の実態 

うち動物用医薬品 
ペニシリン系          3種 
第一世代セフェム系 1種 
アミノグリコシド系 4種 
マクロライド系       1種 
リンコマイシン系    2種 
テトラサイクリン系 1種 
サルファ剤     1種 
フルオロキノロン系 4種 

ペニシリン系           8種 
第一世代セフェム系  4種 
第二世代セフェム系  2種 
第三世代セフェム系  7種 
カルバペネム系        2種 
アミノグリコシド系  8種 
マクロライド系        6種 
リンコマイシン系     2種 
テトラサイクリン系  4種 
サルファ剤      5種 
フルオロキノロン系  9種 
など 

片岡ら, 動物用抗菌剤研究会会報 (2005) 
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薬剤耐性菌の推定伝播経路 

Ewers et al., CMI, 2012 
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家庭飼育動物（犬）の指標菌の 

薬剤耐性率 
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薬剤

犬の糞便由来大腸菌（n=147）の薬剤耐性率 

田村豊、平成19年度厚生労働省研究事業 
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動物種別の糞便由来大腸菌の薬剤耐性率 

田村豊、平成19年度厚生労働省研究事業 

JVARMデータ（2007） 

犬の指標大腸菌の薬剤耐性率は家畜と比較して、
同程度か低い傾向 



犬の糞便由来大腸菌薬剤耐性率 

耐
性
率
（
％) 

薬剤名 

* * 

* 
* * 

* 

* 

*P < 0.05 

Harada et al. Acta Vet Scand (2011) 12 

 ブリーダーごとの飼育方法や飼育環境などが耐性
分布に影響する可能性 



国内の飼い主と飼い犬の糞便由来大腸菌を調査 
34ペア中、3ペアで同一性状の大腸菌を検出 

13 
Harada et al. CIMID (2012) 

飼い犬と飼い主の糞便由来大腸菌の共有化 
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薬剤 

E. faecalis E. faecium 

犬の糞便由来腸球菌（n=70,125）の薬剤耐性率 

田村豊、平成19年度厚生労働省研究事業 
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動物種別の糞便由来腸球菌の薬剤耐性率 

田村豊、平成19年度厚生労働省研究事業 

JVARMデータ（2007） 

犬の指標腸球菌の薬剤耐性率は家畜と同程度 



家庭飼育動物の病原菌の薬剤耐性率 
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犬や猫から分離される代表的な病原菌 

菌種 特徴 

大腸菌 
Escherichia coli 

泌尿生殖器の他多くの部位から起因菌として分
離 

プロテウス菌 
Proteus mirabilis 

多くは日和見感染菌又は二次感染菌として分離 

クレブシエラ菌 
Klebsiella spp. 泌尿器感染などの起因菌として低率に分離 

染色体性にβ-ラクタマーゼを有する エンテロバクター菌 
Enterobacter  spp. 

緑膿菌 
Pseudomonas aeruginosa 

多くは日和見感染菌や二次感染菌として分離 

本質的に多剤耐性傾向を示す 

ブドウ球菌 
Staphylococcus spp. 

犬膿皮症の他、外耳炎、尿路、呼吸器に感染 

腸球菌 
Enterococcus spp. 

泌尿器などに感染。糞便中に指標菌として存在 
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犬猫の泌尿生殖器由来由来大腸菌の薬剤耐性率 

耐
性
率
（
％
） 

薬剤 
Harada et al. Am J Vet Res (2012) 

指標大腸菌と比較して、β-ラクタム系剤と 
フルオロキノロン系剤に対する高い耐性率 
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抗菌剤 

*66/103株(64.7%)が全ての調査薬剤に感受性を示す 

犬由来P. mirabilisの薬剤耐性率 

耐
性
率
（
％
） 

Harada et al. J Med Microbiol (2014) 

薬剤耐性菌の分布は少ない 
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犬猫由来Klebsiella属菌の薬剤耐性率 

第３世代CEPに対する比較的高い耐性率 
カルバペネム耐性は検出されず 

耐
性
率
（
％
） 

Harada et al. Front Microbiol (2016) 20 

抗菌剤 



犬猫由来緑膿菌の薬剤耐性率 

Harada et al. Microbiol Immunol (2012) 

抗緑膿菌薬に対する耐性菌の分布は少ない 
MDRPは国内伴侶動物において流行していない 
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Kawakami et al., J Vet Med Sci (2010) 

メチシリン耐性と感受性のS. pseudintermediusの耐性率（%） 

（主として二次診療施設由来） 

MRSPは二次診療施設で分離率高い 
MRSPは多剤耐性傾向を示す 
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家庭飼育動物における注視すべき 
多剤耐性菌 
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医療分野で注視されている多剤耐性菌 

多剤耐性緑膿菌 
（MDRP） 

ESBL産生性 
グラム陰性桿菌 
（ESBL） 

メチシリン 
耐性ブドウ球菌 

（MRS） 

バンコマイシン 
耐性腸球菌 
（VRE） 

カルバペネム耐性 
グラム陰性桿菌 

（CRE） 
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「獣」医療分野で注視されている多剤耐性菌 

多剤耐性緑膿菌 
（MDRP） 

ESBL産生性 
グラム陰性桿菌 
（ESBL） 

メチシリン 
耐性ブドウ球菌 

（MRS） 

バンコマイシン 
耐性腸球菌 
（VRE） 

カルバペネム耐性 
グラム陰性桿菌 

（CRE） 
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国内の伴侶動物におけるESBL産生菌の分離率 

大腸菌 
（104株） 

Klebsiella属菌 
（103株） 

P. mirabilis 
（103株） 

Harada et al. 2012, 2014など 

Enterobacter属菌 
（61株） 

P. aeruginosa 
（73株） 

Acinetobacter属菌 

（81株） 
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動物病院内で水平伝播が生じ得る？ 
国内ヒト患者で流行がみられるクローンが検出される 
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ESBL産生K. pneumoniaeの性状解析 

Harada et al., Front. Microbiol (2016) 

動物病院内外で水平伝播が生じ得る？ 
国内ヒト患者から分離されるSTは極めて少ないが、 
国際的に流行しているクローンが存在 



大腸菌におけるESBLタイプ 

家庭飼育動物由来大腸菌（n=90） 
（Shimizu et al., JMM, 2017） 

外来患者由来大腸菌（n=223） 
（Chong et al., JMM, 2013） 
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イヌ由来CMY-2保有株が主体 

ヒト由来CTX-M-14, -27保有株

が主体 
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Clin Microbiol Infect, 2012 

「動物由来ESBL産生大腸菌がヒトへの感染の主要な原因で
ある」との見解は単純化されすぎており、複雑なシナリオを
無視している 
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国内家庭飼育動物で初のカルバペネマーゼ産生菌
検出事例 
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犬（尿）と猫（眼分泌物）の１頭ずつからIMP-1を保有する
Acinetobacter radioresistensを検出 

両個体に疫学的な関連性はなし 
いずれの個体も感受性を示す抗菌剤の投与により治癒 
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家庭飼育動物由来病原菌は指標菌と比較して耐性率が高い 

⇒菌種のみならず、分離部位や選択圧が関与している可能性あり 

家庭飼育動物では、ESBL産生菌やMRSが分離される機会が 

比較的多い 

⇒その公衆衛生的な意義を明らかにするために縦断的・横断的な
モニタリングが今後求められる 

犬由来指標菌の薬剤耐性率は家畜と比較して同程度か低い 

⇒飼育環境による影響はさらなる考慮が必要 

総 括 

今後の課題として臨床獣医師に対する普及啓発や意識改革が必要 
⇒獣医療版の抗菌薬の慎重使用（適正使用）ガイドラインや感染
症治療ガイドラインの検討 



ご清聴ありがとうございました 
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